
人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち
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基準日（令和5年12月1日）時点で飯塚市に住民票がある世帯のうち、
令和5年度住民税均等割のみ（令和4年中の収入を基に算定）が
課税されている世帯または、均等割のみ課税者と均等割非課税者で構成される世帯
※ただし、世帯全員が、令和5年度住民税均等割が課されている他の親族等の扶養を受けている場合は対象外となります。

住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金
（1世帯あたり10万円）および

低所得者子育て世帯への加算給付金（こども加算）

①住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金

②低所得者子育て世帯への加算給付金（こども加算）

給付対象世帯

①令和 5年度住民税非課税世帯等臨時特別給付金（1世帯あたり 7万円）の受給世帯　または
②令和 5年度住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金（1世帯あたり 10万円）の受給世帯
　のうち、令和5年12月1日において同一世帯に、18歳以下の児童（平成17年4月2日以降に生まれた児童）
　がいる世帯
※①または②の同一世帯で令和 5年 12月 2日以降に生まれた新生児がいる場合は臨時特別給付金コールセンターまでご連絡ください。

給付対象

①プッシュ型 (申請不要 )により住民税非課税世帯等臨時特別給付金 (1世帯 :7万円 )の対象者については受給口座へ支給
②住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金 (1世帯 :10万円 )の対象者については給付金と合わせて通知および支給

支給方法

●世帯全員が、令和5年1月1日以前から飯塚市にお住まいの場合
対象世帯の世帯主に、令和6年2月下旬から案内通知（「支給のご案内」「支給要件確認書」）を順次発送し
ています。支給要件確認書に必要事項を記入し返送してください。
●世帯の中に、令和5年1月2日以降に飯塚市へ転入した方を含む場合
転入した方については、転入前の自治体へ課税状況等の照会が必要となるため、対象世帯の世帯主には、
令和6年3月上旬から案内通知を順次発送します。支給要件確認書に必要事項を記入し返送してください。
※条件により転入前の自治体に照会ができない場合があります。支給対象者に該当するにも関わらず発送予定時期を過ぎても案内通
　知が届かない場合は、臨時特別給付金コールセンターまでご連絡ください。
※世帯の中に、令和5年度の住民税未申告者等を含む場合は対象となりません。
※令和5年12月1日以降に修正申告等を行った場合は臨時特別給付金コールセンターまでご連絡ください。

申請方法

令和6年3月下旬頃支給開始
※支給要件確認書を市役所で受理した日から3週間程度が支給の目安です。

給付金の支給時期

令和6年3月下旬頃支給開始
給付金の支給時期

●お問合せ　飯塚市臨時特別給付金コールセンター
電話：0948‐23‐7870（受付時間 平日 9 時～ 17 時）　FAX：0948‐21‐6356

配偶者やその他親族からの暴力等を理由に飯塚市に避難している方も対象となる場合があります。
臨時特別給付金コールセンターまでご連絡ください。

給付額
1世帯あたり
10万円

給付額
対象児童
1人あたり
5万円



03 IIZUKA 2024.3 No.216



04IIZUKA 2024.3 No.216
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～男女共同参画社会の実現をめざして～

Ǿ ȼ Ǹ Ȃ
飯塚市

男女共同参画
推進センター

情報
施設名の愛称「サンクス」の由来：多くの女性が太陽「サン」のように輝き、家庭でも街でも楠「クス」
のように大きく枝を広げて欲しいという願いが込められています

サンクスフォーラムは男女共同参画の市民の意識の醸成を図り、男女共同参画社
会づくりを推進することを目的として、市内で活動する団体と個人会員で構成さ
れた実行委員会のメンバーで毎年開催しています。

　「クオータ制の導入 」や「若者の政治参画」などは以前から叫ばれていますが、
なかなか進んでいません。どうして、女性や若者たちが政治に参加しないのか？
できないのか？
　解決のヒントを探るため、さまざまな立場の若い世代の人たちにご登壇いただ
き、講演とリレートークの構成で実施しました。

　講演では足立さんの現在の活動に参加する意気込みや、若者の投票率が高いデンマークへの留学で感じたこと
などが話されました。リレートークでは、登壇者の皆さんが、自身の活動の紹介や今後の活動への意気込みなど
を話され、今後、若者世代の政治関心を高めるためにはどうすれば良いかなどの意見を聞くことができました。

男女共同参画推進センター（サンクス）では、性別や年齢にとらわれずのびのびと暮らせる豊かなまちづくりを目指し
てさまざまな視点から、男女共同参画社会を考える講座や事業を実施しています。今年度、これまでに開催されたもの
を紹介します。

講師：道園亜希さん（助産師）
　子ども達を性被害から守るために大人は何をすればよいのか。現在の日本の性被害の状況や、
日ごろからの子ども達への接し方のポイントなど包括的性教育の重要性を含め、自分自身や子ど
も達を守るための学習となりました。

事業実施報告

テーマ：女性・若者の政治参画

●主催事業

●講演：足立あゆみさん（一般社団法人 NO YOUTH NO JAPAN）
●リレートーク：【ファシリテーター】山川美幸さん（福岡・女性議員を増やす会理事）
　　　　　　　　【スピーカー】藤堂彰さん（飯塚市議会議員）
　　　　　　　　　　　　　　 崎山佐穂さん（篠栗町議会議員）
　　　　　　　　　　　　　　 諌山太郎さん（近畿大学福岡キャンパス学生）

1 月 13 日（土）開催

子ども達を性被害から守るために大人が「今」できること講座



2 月 24 日（土）開催
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講師：道園亜希さん（助産師）
　男性にも女性にも訪れる更年期。更年期症状かと思っていたら、実は病気のサインだったということも。更年期の「更」は新
しいものと入れ替わる、よみがえるという意味があります。これからの人生 100 年時代に備えるために専門的かつ科学的な最新
の情報を学びました。

核兵器禁止条約の実現に尽力したカナダ在住の被爆者、サーロー節子さんの半生を描いたドキュ
メンタリー映画を上映し、平和や人権について考えました。

講師：中村路子さん（まちびと会社　visionAreal 共同代表）
久留米市に拠点を置き、実家がある人もない人も実家のように過ごせるようにと、地域子育ての
ラッキーループを巻き起こしている「じじっか」の話をきき、人と人との支え合いの仕組みづく
りについて知ることができました。

〒820-0041
飯塚市飯塚 14 番 67 号
電話　0948‐22‐7058
FAX　0948‐22‐3609
E-mail　
sunkusu@city.iizuka.lg.jp

●男女共同参画推進補助金交付事業
男女共同参画社会の実現にむけて活動する団体に、男女共同参画問題解決のための事業に対し、補助金を
交付しています。

更年期は「幸」年期～知って備える人生の NEXT ステージ～

6 月 18 日（日）開催
映画「ヒロシマへの誓い～サーロー節子とともに～」上映会

市内の幼稚園・認定こども園・保育園などの保育施設からアンケートにご協力いただき、収集し
た情報を公開することで、飯塚市の子育て資源の情報提供を行いました。

６月～８月開催
飯塚市の幼稚園・保育園・保育サービス情報収集と発信

講師：井上頼子さん（小竹町長）　
ファシリテーター：佐藤倫子さん（糸島市議会議員）
市民の活動で誰もが暮らしやすいまちになるために、「社会は自分たちの力で変えられる」「みん
なをつないでいくことが大事」と住民が主役のまちづくりのヒントを学びました。

10 月 28 日（土）開催
私たちのまちは私たちが変える～住民が主役のまちづくり～

講師：樋口けい子さん（久留米市男女平等参画推進ネットワーク）
まちづくりに女性の意見が多く取り入れられるには、どうしたらよいのか。ジェンダー平等のま
ちづくりを実現するために、女性のエンパワメントからジェンダーギャップの解消に取り組まれ
ている活動について学びました。

11 月 23 日（木・祝）開催
ジェンダー平等のまちづくり

講師：江藤秀之さん（福岡県議会議員）
条例が制定されるまでのこと、制定後にできた相談窓口や研修の取組など、県議会議員
より説明を受け学習しました。

2 月 23 日（金・祝）開催
福岡県における議会関係ハラスメント根絶条例について
～立候補者・議員へのセクハラ・パワハラ問題を考える～

10 月 8 日（日）開催
血縁のない大家族づくりが巻き起こすラッキーループ
～実家より実家「じじっか」の実践に学ぶ～

男女共同参画推進センター
（サンクス）

HP

講座

講座

講座

講座

講座



06IIZUKA 2024.3 No.216

ご存じですか？
マイナンバーカードをお持ちの方は
マイナポータルからオンラインで
　　　　　　　　　転出届を提出できます！

転入・転出などが多くなる年度当初にあわせて
8時30分～12時15分

年度末と年度当初は窓口が混雑する時期のため、ぜひ休日窓口をご利用ください。

３月３１日（日）・４月６日（土）
住民異動届に伴う休日窓口を開設します！

令和 5 年 2 月 6 日からマイナポータルを通じてすべての市区町村で、
オンラインで転出元市区町村に転出届の提出ができるようになりました。
また、あわせて転入先市区町村へもオンラインで来庁予定の連絡ができるようになりました。

●お問合せ　市民課（☎内線１０１４）

●開設時間　8 時 30 分～12 時15 分　※平日の開庁時間と異なりますので、ご注意ください。
●開設場所　市役所本庁 1 階の窓口（①市民課 ②医療保険課 ③税務課 ④子育て支援課 
　　　　　　⑤保育課⑥高齢介護課 ⑦社会・障がい者福祉課）
　　　　　　各支所の市民窓口課
●開設する窓口は、本庁舎 1 階の窓口、各支所の市民窓口課のみです。これ以外の窓口は開
　設しませんのでご注意ください。
●受付できる業務は、平日の各窓口で取り扱っている業務の一部です。飯塚市のホームページ
　に取り扱い業務を掲載しています。詳細については事前に各担当課へお問合せください。ま
　た、手続の内容によっては後日改めてお越しいただく場合があります。
●戸籍の届出は宿日直室でお預かりします。そのため、即日の受理証明書の交付や変更後の
　氏名等での住民異動の手続はできません。
※令和 6 年度組織機構の見直しにより、課名に変更が生じることがあります。

◎オンラインでの転出届の内容に不備がある場合など、受付できない場合があります。

必要なもの　
　●電子証明書 (※)が有効なマイナンバーカード（暗証番号が必要です）
　●マイナポータルにアクセスする端末（スマートフォン・ＰＣなど）
　●連絡先電話番号　●新しい住所（国内への転出のみ手続可能）
　　(※)利用者用電子証明書（数字 4 桁）及び署名用電子証明書（英数字 6桁～16 桁）
手続の流れ
マイナポータルアプリをダウンロード
➡暗証番号（利用者用電子証明書）の入力・カードを使用しマイナポータルへログイン
➡届出情報等の入力➡暗証番号（署名用電子証明書）の入力及び送信
➡お引越し後14 日以内にカードを持参し転入先市区町村の窓口で転入届出
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住民票等証明書交付手数料が
キャッシュレス決済でお支払いできるようになりました

　キャッシュレス決済の利用開始日
令和6年3月1日
　キャッシュレス決済を利用できる窓口
市民課、税務課、穂波支所市民窓口課、筑穂支所市民窓口課、庄内支所市民窓口課、頴田支所市
民窓口課
　対象となる手数料
住民票の写し、印鑑登録証明、戸籍謄抄本、戸籍の附票の写し、所得課税証明、納税証明、非課税証明、
固定資産評価 (公課 )証明、臨時運行許可、身分証明書等の交付手数料

　利用できる決済サービス

　注意事項
キャッシュレス決済完了後の返金には対応していません。
クレジットカードでの分割払いはできません。1回払いのみ対応しています。
現金払いとキャッシュレス決済、または、複数のキャッシュレス決済の併用はできません。
窓口では電子マネーのチャージや残高確認はできませんので、残高はあらかじめご確認ください。
ポイントでの支払いはできません。一部、キャッシュレス決済が利用できない手数料があります。

飯塚市では、市民課、税務課、各支所市民窓口課の窓口において、利便性の向上のため、証明書発
行手数料などの支払いにキャッシュレス決済を開始しました。
※従来どおり現金の支払いも可能です。

飯塚市役所本庁市民課の手数料券売機の廃止について
飯塚市役所市民課では、これまでご利用いただいておりました手数料券売機を令和6年3月1日の
キャッシュレス決済の利用開始に合わせて廃止し、自動釣銭機を導入しております。お支払いの
際には職員が操作案内をさせていただきますので、安心してご利用ください。

●お問合せ　　事業に関する問合せ：業務改善・ＤＸ推進課（☎１３４２）
　　　　　　　各窓口問合せ：市民課（☎１０１３・１０１４）・税務課（☎１０５７）各支所市民窓口課

※マイナンバーカードの再交付手数料、電子証明書の再交付手数料等は現金のみの取り扱いとなります。
※公共料金の支払いや税金などの納付にはキャッシュレス決済は利用できません。

クレジットカード

電子マネー

QRコード



医療費を削減するために次のことを心がけましょう。
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後期高齢者医療制度 保険料と医療費の負担のしくみ

　左のグラフは令和元年度から令和
３年度の１人当たりの後期高齢者医
療費をグラフ化したものです。
　福岡県・飯塚市は全国平均よりも
はるかに高くなっています。

「後期高齢者医療制度」は、病院などで支払う自己負担額と保険から給付される医療給付費で構
成されています。令和３年度の福岡県の一人あたり医療費 117 万円の内訳は、
『117,000 円』（自己負担額）＋『526,500 円（公費）＋105,300 円（高齢者保険料）＋421,200
円（若年者保険料）』　（医療給付費）となります。（下図参照）

被保険者の健康増進のため、はり・きゅうの施術を受ける方に対して助成を行っています。
助成を受けるためには、後期高齢者医療被保険者証を持参の上、申請ください。

●お問合せ　医療保険課（☎内線1038～1040）、福岡県後期高齢者医療広域連合（☎092-651-3111）

●重複受診をしない ・・・ 検査や投薬をやり直すため医療費の無駄遣いになり、体にもよくありません。
●診療時間内に受診する ・・・ 急患の場合は別ですが、時間外は加算料金がかかります。
●かかりつけ医を持つ ・・・ 病歴や体質などを把握してもらえば、治療の効果もあがります。
●不安や疑問はきちんと聞く ・・・ 説明を受けたら、先生を信頼し指示を守りましょう。
●ジェネリック医薬品希望カードを利用する ・・・ お薬代が軽減されることがあります。
　※日ごろから健康管理に努め、健康な体をつくることが医療費の削減、保険料率の引き下げにつながります。

はり・きゅう受診券

※保険料を滞納すると・・・災害などの特別な事情がないのに保険料の滞納が続く場合、有効期限の短い
保険証や財産の差押処分を受ける場合があります。保険料は必ず納期限内にお納めください。

後期高齢者医療の保険料は、皆さんの医療費 (病院代など )が増えれば、高くなります。
少しでも保険料が安くなるよう、一人ひとりが適切な受診を心がけましょう。

医療費の財源

117万円
患者負担

（117,000 円）
※1 割負担の場合

＋

公費（税金）　約 5 割（526,500 円）
高齢者の保険料

約 1 割（105,300 円）
後期高齢者支援金（若年者の保険料）

約 4 割（421,200 円）

令和３年度福岡県の１人当たりの後期高齢者医療費（年間117 万円）で考えると…

１人当たりの後期高齢者医療費

令和元年度

全国平均 福岡県 飯塚市

令和 2 年度 令和 3 年度

（円）

130 万

120 万

110 万

100 万

90 万

80 万

119 万

116 万
110 万

114 万 117 万
113 万

94 万
95 万 92 万

医
療
機
関
へ

自
己
負
担
額

医
療
給
付
費

各医療保険の被保険者被保険者
保険料 支援金



国民年金だより
4 月1日より令和 6 年度学生納付特例申請の受付が始まります！

令和 5 年度に学生納付特例申請をしている方にはご自宅にはがきが届きますので
はがきでの申請も可能です。

※事前受付はできませんので、ご注意ください。

20 歳以上の所得が少ない学生が、国民年金保険料の納付を猶予できる制度です。
保険料が納められない時はそのままにせず、学生納付特例を申請しましょう。

令和 6 年度学生納付特例申請の対象期間は、令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月の 1年間分です。
申請日から2 年 1か月前の月までに保険料未納期間がある場合は、過年度分の申請を行うことも可能です。

①本人確認できるもの（マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証等）
②学生証または、在学証明書（学生証は両面をコピーしたものでも可）
③失業により申請を行う場合は「離職票」、「雇用保険受給資格者証」等
　※令和 6 年度分の学生納付特例申請を行う場合は、令和 4 年 12 月 31日以降の離職であること
④代理人が申請する場合は、委任状と代理人の本人確認できるもの
　※住民票上同世帯の方は、委任状を省略できます。

※経済的な理由などで国民年金保険料の納付が難しい場合、保険料免除・猶予申請が可能です（申請には前
年所得の申告が必要です）。令和 6 年度の免除・猶予申請の対象期間は、令和 6 年 7 月～令和 7 年 6 月ま
での 1 年間です。申請ができるのは令和 6 年 7 月以降となるためご注意ください。令和 3 年～令和 5 年度
の申請は受付中です。

保険料の追納について
学生納付特例の承認を受けた期間の保険料は、保
険料が発生して 10 年以内であれば、後から保険
料を納めること ( 追納 ) ができます。
※ただし、免除等の承認を受けた期間の年度から
数えて3年度目以降に追納する場合は、当時の保
険料に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

追納は必ず行う必要がある？
追納は義務ではありません。希望する場合の
み申請を行ってください。
学生納付特例の対象校でない学校に通ってい
るが、保険料納付が難しい。どうしたらよいか？
保険料免除・納付猶予申請 (※) が可能です。

□学生納付特例は、年金を受け取るために必要な「受給資格期間」としては扱われますが、
　年金額には反映しません。しかし、10 年以内に追納すると年金額にも反映します。
□学生納付特例の申請をせずに保険料を未納のままにしておくと、障がいや死亡といった
　不測の事態が生じたときに「障がい年金」や「遺族年金」、将来の老齢年金を受け取る
　ことができない場合があります。

対象となる人
大学 ( 大学院 ) 、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校※に
在学する学生等で、本人の前年所得が以下の人です。
※学校教育法で規定されている修業年限が 1年以上の課程

〈所得の目安〉
128万円+扶養親族等の数×38万円+社会保険料控除等

申請時に必要なもの

学生納付特例とは？

●お問合せ /申請先
●医療保険課　年金係（☎内線 1031・1032）・各支所市民窓口課
●直方年金事務所　☎0949・22・0891（自動音声案内が流れます）
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よくある質問
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Q2.
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令和5年度
飯塚市市勢振興功労者表彰式
2 月 18 日、飯塚市役所本庁舎 2階多目的ホールで表彰式が行われ、
永年にわたり市勢振興に寄与され、功労顕著な方々 26 名が表彰を受けられました。

副市長／山本 敬太 様／花村 憲次 様／梅木 正俊 様／桝谷 保徳 様／田中 彰 様／金子 芳子 様／金子 利男 様／企業管理者
副市長／永末 雄大 様／間 秀美 様／田中 弘俊 様／市長／議長／坂口 治子 様／大庭 直枝 様／松成 重之 様／副議長

（※上記にお名前の記載がない方は御都合により欠席されています。）

表彰を受けられた方々

自治功労

産業功労

社会福祉功労

永末　雄大　様
吉田　健一　様
本田　憲一　様
手柴　信夫　様

間　秀美　 様
中島　強　 様

田中　弘俊　様
篠﨑　光寛　様
坂口　治子　様
大庭　直枝　様
井手　昭美　様
白神　郁子　様
稗田　佳子　様

社会福祉功労

保健衛生功労

教育文化功労

金子　芳子　様
金子　利男　様
廣瀨　憲治　様
松成　重之　様
山本　敬太　様
佐野　顕治　様
岡田　年弘　様
樋口　琢善　様
花村　憲次　様

松岡　保　 様
梅木　正俊　様
桝谷　保徳　様

田中　彰　 様

上段左から
下段左から

 ながすえ　　　　ゆうだい

  よしだ　　　　 けんいち

  ほんだ　　　　 けんいち

  てしば　　　　  のぶお

   はざま　　　 ひでみ

    なかしま　　　 つよし

  たなか　　　　 ひろとし

 しのざき　　　  みつひろ

 さかぐち　　　　はるこ

  おおば　　　　  なおえ

   いで　　　　   てるみ

 しらかみ　　　　いくこ

  ひえだ　　　　  よしこ

  かねこ　　　　  よしこ

  かねこ　　　　  としお

  ひろせ　　　　  けんじ

 まつなり　　    しげゆき

 やまもと　　　　けいた

   さの　　　　   けんじ

  おかだ　　　　 としひろ

  ひぐち　　　　 たくよし

 はなむら　　　　けんじ

　  まつおか　　　たもつ

  うめき　　　　 まさとし

 ますたに　　　　やすのり

　　 たなか　　　 あきら
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差別のない共生社会へ　～障がいのある人もない人も誰もが一緒に暮らせるまちを目指して～

令和 6 年 4 月 1 日から障害者差別解消法が変わります！
事業者は、障がいのある人への合理的配慮が義務化されます。

人権いいづかぬくもりNo.108

障害者差別解消法とは
障がいを理由とする差別をなくすための法律で、「不当な差別をしてはいけないこと」と「合理的配
慮を行うこと」の２つを目的としています。

「合理的配慮の提供」とは
障がいのある人から「社会の中にあるバリア（障壁）を取り除くために何らかの対応が必要」との意思が伝え
られたときに、行政機関等や事業者が、負担が重すぎない範囲（過重な負担がない範囲）で必要かつ合理的な
対応を行うことです。
※「過重な負担」があるときでも、障がいのある人に、なぜ「過重な負担」があるのか理由を説明し、別のや
り方を提案することも含め、話し合い、理解を得るよう努めることが大切です。

障害者の差別解消に向けた理解促進ポータルサイト
障害者差別解消法により求められる「不当な差別的取扱いの禁止」や

「合理的配慮の提供」など具体例などを紹介しています。

ヘルプマーク
外見からはわからなくても援助や配慮を必要としていることを知らせるマークです。
ヘルプマークを身に着けた方を見かけた場合は、電車・バス内で席をゆずる、困っている
ようであれば声をかけるなど、思いやりのある行動をお願いします。

部落差別問題をはじめとするさまざまな人権問題に関する
相談をお受けします。（相談無料・秘密厳守・出張可能）

【人権相談員などによる「人権相談」】
【弁護士による「法律相談」】
◆申込み：人権・同和政策課（0948-43-4764）

偏見や差別は許されません。困り事があれば相談を！人権相談事業

みんなの人権 110 番：0570-003-110
子どもの人権 110 番：0120-007-110
女性の人権ホットライン：0570-070-810

インターネットでも相談を受け付けています。
詳細はホームページからご覧いただけます。

本庁４階　人権・同和政策課
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター 別館
頴田交流センター

8 時半～17 時 15 分
10 時～12 時
14 時～16 時
10 時～12 時
14 時～16 時

「人権相談」窓口
平日

毎月第 1・3 木曜日

毎月第 2・4 月曜日

段差がある場合に、
スロープなどを使っ
て補助する

意思を伝え合うため
に、絵や写真のカー
ドやタブレット端末
など使う

「自筆が難しいので
代筆してほしい」と
伝えられたときに障
がいのある人の意思
を確認して代筆する

身体障がい者マーク（車に表示）
肢体不自由であること示します。

聴覚障がい者マーク（車に表示）
聴覚障がいであることを示します。

障がいに関するさまざまな表示（意味を正しく理解し、自分たちができる配慮について考えてみよう。）

内閣府
HP
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がら歩こう！
ウ ォ ー キ ン グ
あ お ぞ ら

Point
□出かける前の身支度、準備運動、水分補給などを
　忘れずに（特に早朝など）
□薄手の重ね着が基本です。途中で体温調節をしや
　すい服装で
□交通事故やケガ、転倒に気をつけて
□早歩きをすると健康増進効果が高まります。無理の
　ない範囲でチャレンジしましょう
□ひとけのない時間のひとり歩きは避けましょう
□薄暗い時間帯や夜間は明るい色の服を着たり、ラ
　イトを持ったり、反射材を身につけましょう

や桜、つつじなどの花々や、川のせせらぎを
キングスポットをご紹介します。

Ⓔ鳥羽池
　飯塚市有安892-2
　桜並木を楽しみながら、池の周り
を一周できます。ウォーキングの合
間に健康遊具をぜひ使ってみてくだ
さい。
　約2km

申込番号

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

日程
4月 1日 ( 月 )
4 月 2日 ( 火 )
4 月 4日 ( 木 )
4 月 5日 ( 金 )
4 月 8日 ( 月 )
4 月 9日 ( 火 )
4 月 10 日 ( 水 )
4 月 12 日 ( 金 )
4 月 15 日 ( 月 )
4 月 16 日 ( 火 )
4 月 18 日 ( 木 )
4 月 19 日 ( 金 )
4 月 22 日 ( 月 )
4 月 23 日 ( 火 )
4 月 25 日 ( 木 )
4 月 26 日 ( 金 )

集合場所
健幸プラザ
うぐいす塚ため池（筑穂）
庄内体育館
頴田交流センター別館※
穂波交流センター
健康の森公園　多目的施設
新飯塚駅前ひろば
二瀬交流センター
鯰田交流センター
中の島（芳雄橋下）
鎮西交流センター
筑穂交流センター
庄内交流センター
穂波交流センター
勝盛公園　管理棟前
頴田交流センター別館※

※旧サンシャインかいた（鹿毛馬 2328-2）

Ⓓ島奥ため池
　飯塚市勢田1058
　池の周りに遊歩道が整備されて
おり、 ２種類の桜が楽しめます。
　約650m

日　程　表

みんなで楽しく歩きましょう！

対　象
飯塚市民
定　員
各回 30人程度
料　金
無料
時　間
開始時間 9：30～
（所要時間 60分～90分程度）
内　容
ストレッチ、ウォーキング
（2km～7km程度）など
申　込
・3月 12日（火）から先着順。
　健幸保険課健幸都市係までお申し込みください。
・日程表の申込番号をお伝えください。
・申込みはお 1人さま 4コマまでです。
その他
雨天の場合は中止

201

211

200

201

402

402

449

62

.6

.6

.6

.6

遠賀川
遠賀川

・近畿大学・近畿大学新飯塚新飯塚

上三緒上三緒

浦田浦田

鯰田

鳥羽池Ⓔ鳥羽池Ⓔ

Ⓓ
島奥ため池

Ⓓ
島奥ため池

穂波B＆G
海洋センター

●

●お問合せ　健幸保健課 健幸都市係 (☎内線 2167-2169)

所
見

距

所
見

距
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コラム 20
健幸都市

Health and Wellness
City IIZUKA 春を見つけな

歩き方について

Ⓒうぐいす塚ため池
　飯塚市大分2001-2
　池の周りに遊歩道が整備されてい
ます。芝桜もおススメです！
　約1.3ｋｍ

Ⓐ勝盛公園
　飯塚市片島１丁目
　サクラ、ツツジの名所として知ら
れており、珍しい緑の桜も見ること
ができます。
幼児用・児童用遊具が充実してお
り、大人向けの健康遊具も設置さ
れているので、家族で楽しむことが
できます。

暖かく気持ちの良い季節となりました。菜の花
聞きながら楽しく歩きましょう！市内のウォー

Ⓑ穂波Ｂ＆Ｇ海洋センター
　飯塚市平恒５４番地２４（平恒工業団地内）
　野球場やグラウンドがある敷地の外周は穂波の安全な　
　ウォーキングスポットです。
　約1km

健幸プラザの健幸運動教室 絶賛開催中です！
4 月の教室のお申込みは 3 月 15 日 ( 金 ) から始まります！
みんなで楽しく体を動かしましょう！！
申込先：健幸プラザ
電　話：0948-24-2057

健幸プラザからのお知らせ

ヨガやダンス、
フィットネスなど
楽しい教室が
いっぱいあるよ！

https://iizuka-taikyo.jp/pages/83/

201

201

201

446

445

60

90
.6

.6 筑前大分筑前大分 ・王塚装飾古墳館・王塚装飾古墳館

・
福岡レイクサイド
カントリークラブ

・
福岡レイクサイド
カントリークラブ

八木山バイパス

八木山バイパス

イオン穂波・イオン穂波・

桂川桂川うぐいす塚池●

穂波西 IC

穂波東 IC

201

201

201

201

211

200

200

200

201

402

446

445

60

60

90

449

62

30

.6

.6

.6

.6

.6

.6

.6

.6

筑前大分筑前大分

天道天道

遠賀川
遠賀川

飯塚飯塚

・近畿大学・近畿大学

・王塚装飾古墳館・王塚装飾古墳館

・
福岡レイクサイド
カントリークラブ

・
福岡レイクサイド
カントリークラブ

八木山バイパス

八木山バイパス

イオン穂波・イオン穂波・

・
ゆめタウン飯塚

・
ゆめタウン飯塚

新飯塚新飯塚

上三緒上三緒

浦田浦田

鯰田

桂川桂川

鳥羽池●
Ⓐ勝盛公園Ⓐ勝盛公園

穂波 B＆G
海洋センター

Ⓑ

穂波 B＆G
海洋センター

Ⓑ

うぐいす塚ため池Ⓒうぐいす塚ため池Ⓒ

穂波西 IC

穂波東 IC

所
見

所
見

所
見

距

距

所 所在地
見どころ
距離

見
距
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【会社名・所属団体】 

【受賞歴】

【座右の銘】 

飯塚市自治会連合会会長
片島本町自治会長
片島地区自治会長
飯塚市地域安全推進隊片島班　代表
令和5年度自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰
平成30年度市勢振興功労者表彰

虎穴に入らずんば虎子を得ず

飯塚市自治会連合会会長、片島本町自治会長、片島地区自治会長、
飯塚市地域安全推進隊片島班　代表

中村　香代  さん

自治会長、自治会連合会会長の仕事について

地域活動の中での男女共同参画について

女性へのメッセージ

　私は平成11年からずっと継続して自治会長をしています。地域の方が協力してくれたので、女性だからといっ
て、特別扱いをされることはなく、子ども山笠などでも、男性の自治会長と同じ役割を果たすことができまし
た。私はとても恵まれていたと思います。
　自治会の会合というと夜に開催されるイメージかもしれませんが、子どもさんがいるご家庭も多いので、入っ
ている方々が参加しやすい時間帯に会合を開催するよう工夫しています。
　新興住宅地で新たに自治会の隣組を作ることになったときは、引っ越して来られた方を私の家に呼び、自治会
のことを詳しく説明したりしていました。結果的に、そこの住宅地に住んだ方は、全世帯自治会に加入してくれ
ました。相手の立場や状況を考えて、丁寧に説明をしていけば、新しいコミュニティの形成に結び付きます。や
はりコミュニケーションが大切だと思っています。

　私の地域では、自治会で集まってみんなで食事をするときは、お弁当やお茶を配るのは男性、お茶を沸かすの
は女性など、それぞれみんなができること、得意なことをするようにしています。
　自宅で家事などをしない男性は、初めは何をどうすればいいかわからない様子ですが、こちらから声をかけて
手伝ってほしいことを伝えると、動いてくれますし、その次からは自分から率先してやってくれるようになりま
す。男性、女性と区別せず、積極的に声をかけていくことが、自治会内での男女共同参画が上手くいく秘訣だと
思っています。

飯塚市のまちづくりについて

　男性、女性と分けて考えるのではなく、それぞれ個人の人間性を大切にできるまち、安心・安全なみんなが住
みたいまちになったらいいなと思います。飯塚市をもっと魅力と活気のあるまちにして、若者が飯塚市から出て
行ってしまうのをくい止めたいです。
　2023年に「本当に住みやすい街大賞2023in福岡」で「新飯塚」が第3位に選ばれ、とても素晴らしいと思いま
した。これからはまちの利便性の追求だけではなく、若い人からお年寄りまで、全ての人がまちづくりに関われ
る飯塚市になったらいいなと思っています。

　女性も「自分がやってやろう」という意気込みを持つことが大切です。「虎穴に入らずんば虎子を得ず」とい
いますが、何でも自分が中に入ってみないとわからないものです。
　自治会活動では知り合いもたくさんできるし、いろいろな地域の話も聞けます。自治会長と自治会連合会の会
長になった当初は私も緊張しましたが、今ではわくわくしながらやっています。大変なこともあるけれど、良い
面もたくさんあるので、これからも楽しくやっていこうと思っています。

飯塚市では地域の男女共同参画の推進のため、「自治会長ハンドブック」に自治会の役員を選任する際には
、積極的に女性を役員に登用するよう心がけ、男女ともに地域づくりに参画するよう記載しています。
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

住所：忠隈 523 番地　電話：0948-24-4002　FAX：0948-25-8994

 高齢者肺炎球菌予防接種
令和 5 年度の高齢者肺炎球菌定期予防接種は、接種期間が
令和 6 年 3 月 31 日までとなっています。希望される方は、
早めに予防接種を受けましょう。
※対象となる方には、令和 5 年 4 月上旬に高齢者肺炎球菌
接種券(圧着ハガキ)を郵送しております。ご不明な場合は、
感染症対策室までお問合せください。

 健康相談
●と　き／ 3 月 12 日（火）13 時半～ 15 時　
　　　　　※予約不要　
●ところ／飯塚市役所　本庁　2 階多目的ホール
●内　容／血圧測定・血管年齢測定・保健師による
　　　　　健康相談

 フレイル歯周病検診は 
 令和 6 年 3 月 31 日までです
●対象者／令和 5 年度に以下の年齢になる方
　40 歳（昭和 58 年 4 月 2 日～昭和 59 年 4 月 1 日生まれ）
　50 歳（昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日生まれ）
　60 歳（昭和 38 年 4 月 2 日～昭和 39 年 4 月 1 日生まれ）
　70 歳（昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日生まれ）
　対象者には、令和 5 年 4 月に受診券を郵送しています。
　紛失した方はご連絡ください。
●受診料金／無料　
●指定の歯科医院での受診になります。　
＊詳細については、健幸保健課成人保健係までお問合せく
ださい。

 ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種について
ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種は、第 1 期と第 2 期で
2 回接種する制度になっています。
●対象者／飯塚市に住民票がある下記に該当する方
第 1 期　1 歳～ 2 歳未満（2 歳の誕生日の前日まで）
第 2 期　年長児（令和 5 年度は平成 29 年 4 月 2 日～
　　　　平成 30 年 4 月 1 日生まれ）
※令和 5 年度の第 2 期のお子さまのＭＲ( 麻しん・風しん )
定期予防接種の実施期間は、令和 6 年 3 月 31 日までとなっ
ています。接種医療機関などご不明な点がございましたら、
感染症対策室までお問合せください。

 和食文化講習会
ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」
伝統的な日本の食文化にふれ、調理体験しませんか。
●とき・内容／
　　4 月 10 日（水）14 時～ 15 時半　さくらもち
●ところ／穂波交流センター（秋松 408）
●参加費／ 300 円　　●定員／ 12 人　　　　　　　
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込期間／ 3 月 13 日（水）から

 離乳食教室（個別相談）
始め方が分からない、どんな風に作るのかな？今後の
進め方は？など離乳食に不安のある方を対象に、栄養
士が個別で相談に応じます。
●と き／ 3 月 15 日（金）10 時半～ 15 時
※30 分間隔で予約を受け付けます
●ところ／穂波交流センター（秋松 408）
●申込期限／開催日の３日前まで
＊電話での相談は随時受け付けています

 HPV ワクチン（ヒトパピローマウイルス
 ワクチン）の定期接種について
　HPV ワクチンは小学校 6 年～高校 1 年相当の女子（平
成 19 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日生まれ）を対象に
定期接種を行っています。
　接種勧奨を控えていた時期に定期接種の機会を逃した方

（平成 9 年度～平成 18 年度生まれ）は、令和 7（2025）
年 3 月 31日までは自己負担なく接種できます。（※）
　接種を希望する場合はお早めに協力医療機関へ予約して
ください。母子手帳の紛失や接種のことでご不明な点があ
りましたら、感染症対策室までお問合せください。
※県外の医療機関でも申請によって接種できます。一部負
担が生じる場合があります。

 骨髄等移植ドナー助成事業について
骨髄または末梢血幹細胞を提供した方に対して助成金を交
付します。
●対象者／市内に住所を有する方、骨髄バンクにドナー登
録を行い骨髄等の提供を完了した方
助成内容、助成金額についての詳細は健幸保健課成人保健
係までお問合せください。なお、骨髄ドナーの登録は献血
時にも実施できますので、皆様のご協力をお願いします。

健幸保健課　成人保健係料理教室・健康相談・検診

住所：忠隈 523 番地　電話：0948-22-0380　FAX：0948-25-8994
感染症対策室予防接種

( 内線 /2165・2166)

※相談・教室等に参加される方は、マスク着用の上、お越しください。また、当日体調の悪い方は、参加を見合わせてください。
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飯塚市　スポーツ振興課　スポーツ振興係　
〒 820-8605　飯塚市忠隈 523 番地（穂波支所）
☎ 0948-22-0380（内線 2422）

登録いただいた方には、ボランティアスタッフを募集している大会・
イベントの情報を市からお知らせします。ご希望の大会・イベントを
選んでご参加ください。

運営補助、会場内外の設営・整理などスポーツ大会・イベントを　
支援する活動

飯塚市内に居住、通勤又は通学している中学生を除く
15 歳以上の方（18 歳未満の方は保護者の同意が必要です）

詳しくは市 HP を
ご覧ください

登録要件

活動内容

問合せ先

飯塚市スポーツ
ボランティアスタッフ
登録者募集！
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

料

内

所 時

対

問

問

問問 期

スズメバチ
駆除費

補助金 HP

狂犬病予防
注射 HP

水道料金・下水道使用料が
スマホ決済で納付できるようになります。

令和６年４月より、スマホ決済アプリを利用し、納付書に印字されたバーコード
を読みとることで、24時間いつでも納付できるようになります。
※お支払いはポイント還元の対象外です。

令和６年４月の口座振替分より水道料金の口座振替に伴う割引を終了いたします。
ご理解の程どうぞよろしくお願いいたします。※口座振替は引き続きご利用いただけます。

●お問合せ　上下水道お客様センター（☎内線２２１０・２２１３）

ＰａｙＰａｙ請求書払い ＬＩＮＥ Ｐａｙ請求書支払い ＰａｙＢ

対応アプリ
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人
権
標
語
　
●
や
さ
し
さ
が
　
笑
顔
を
つ
く
る
　
た
ね
に
な
る
　（
高
田
小
）　
　
　
●
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
も
う
一
度
　（
大
分
小
）

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※
帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

対

対

対対

時

時

時

内

持

持

持

期

期

申

申

問

問

問

問

問 問

所

所時所

飯塚市
HP
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ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

問

問

問

問

問

料

料

料
対

対

対

対

対

対

時定

定

定定

持

内

内

期

期期期

期期 期

申

申申

申申

問所

所

所

教室名

高齢者筋力
アップ教室

（運動強度：弱～中）

音楽サロン

脳元気教室

会場
二瀬交流センター
鎮西交流センター
二瀬交流センター
穂波福祉総合センター
立岩交流センター
菰田交流センター
筑穂ふれあい交流センター
イイヅカコミュニティセンター

回数
12回
12回
12回
12回
６回
６回
６回
８回

開催時期
４月23日火～
４月24日水～
４月25日木～
４月26日金～
４月22日月～
４月23日火～
４月24日水～
４月24日水～

時間
10時～11時半
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
14時～15時半
14時～15時半
14時～15時半
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所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 
３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※
令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

対

対

対 所

所

所 所

時

時

時

時

定

定持

定

定

定

内

内

所 時内

内

内

申

申 申

申

問

問問

申
問

申問

期

期

料料

料

料

料

会場

ゆめタウン飯塚
２階ゆめホール

二瀬交流センター

幸袋交流センター

開催日

5日火

7日木

時間

10時半 -12時半

14時 -16時

10時 -12時

14時 -16時

会場

庄内交流センター

ゆめタウン飯塚
２階ゆめホール

開催日

11日月

15日金

時間

14時 -16時

10時半 -12時半

14時 -16時
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【手話コーナー】
「手話・言語・条例」
「手話」は、動きの
ある言語です。その
動きを伝えるために、
動画にまとめていま
すのでご覧ください。 両手人差し指を胸の前で

前後に回すしぐさ

手話

右手をまっすぐに立て、
人差し指を顎に軽く当てる

言語

左手甲に右手親指と人差し指で
作った輪を当て、下に下げるしぐさ

条例

飯塚市役 所ホームページ（HP）　ht tps : //w w w.c i t y. i i zuka . l g .jp/ 飯塚市公式 LINE

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

所所

所

時

時時

時 定定

内内

内

内

内内期 申申

問

問

問問

労働基準
監督署
一覧

石綿による
疾病の労災
認定基準

石綿健康被害
救済制度・労
災補償制度の

ご案内
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ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
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○飯塚市国民健康保険に加入の皆様へ
　令和6年12月2日から健康保険証が廃止されます。
マイナンバーカードを健康保険証として利用するための登録がまだの方は、マイナンバーカードを健康保険証として
登録してお使いください。
　登録方法は、①「マイナポータル」、②セブン銀行 ATM、③医療機関・薬局の受付から登録が可能です。
　また、飯塚市役所本庁1階の情報公開コーナーにて、マイナンバーカードの健康保険証利用登録のサポートを行っ
ています。サポートをご希望の方は、マイナンバーカードと数字4桁の暗証番号（パスワード）が必要です。
　なお、マイナンバーカードについての詳細を知りたい方は、マイナンバー総合フリーダイヤル0120-95-0178【平日
9：30～20：00、土日祝9：30～17：30（※健康保険証利用登録については音声ガイダンス5番）】へお問合せください。

～飯塚市国民健康保険からのお知らせ～

令和6年12月2日から健康保険証が廃止されます

●お問合せ　医療保険課　（☎内線1033～1035）

●お問合せ　情報管理課 （☎内線1674・1675）

1ｃｈ（KBC）と
ｄボタンを押してみよう!

テレビのチャンネルを
１ｃｈ（ＫＢＣ）に合わせる

❶
❷
❸

リモコンの「ｄボタン」を押す

「ｄボタン広報誌」を選び
「決定ボタン」を押す
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飯塚警察署からのおしらせ
「子どもの交通事故防止」

これから新学期を迎えるお子さんたちに、
もう一度ご家庭で交通事故に遭わないための指導をお願いします。

【飛び出し！】
　・　子どもは、「興味があるものしか見ない、一度に一つのことしか把握できない」という特性があります。
　・　子どもは、飛び出しが危険な行為と理解していない場合が多くあります。
　・　どうして飛び出しが危険なのか子ども自身に考えさせ、交通事故の危険性について理解させましょう。
　・　車は急に止まれないことを教えましょう。

【車の前後の横断！】
　・　子どもは「隠れている危険」などが理解できず、車の前後から横断することがあります。
　・　車の前後の横断は、飛び出しと同じ危険な行為であることを教えましょう。

【道路・駐車場での遊び！】
　・　小学１年生の平均身長は約１２０ｃｍで、普通車の高さは約１５０ｃｍです。立っていても車の陰にすっぽり
　　　隠れてしまいます。夢中になって遊んでいると予期せぬ動きをしてしまいます。
　・　道路や駐車場は車が通る場所なので、絶対に遊ばないように教えましょう。

【子どもの安全確認や判断能力は未熟です。「止まって」「見て」「合図を出して」「待って」
渡ることを繰り返し練習し、習慣化させてください。】
　・　横断前に、左右の安全確認のため、道路手前の安全な場所に必ず止まり、
　　　安全確認をさせましょう。
　・　しっかりと首を動かして、道路の奥まで車が来ていないかを右・左・右の
　　　順番でしっかり見るようにしましょう。
　・　車のドライバーが気付きやすいように、できるだけ大きく手をあげさせま
　　　しょう。
　・　車が通り過ぎるのを待つ、または車が停車するのを待ちましょう。
　・　道路を横断するときは、斜めに横断することなく最短距離をまっすぐ一直
　　　線に渡らせましょう。
　・　横断中も左右の安全を確認しながら渡らせましょう。

飯塚警察署では、地域交通安全活動推進委員制度に基づき、
推進委員（ボランティア）を募集しています。
地域交通安全活動推進委員制度は、交通問題に対する地域ぐるみでの取組を促進するた
めの制度です。委嘱には諸条件がありますが、興味を持たれた方は、
飯塚警察署交通総務係　☎０９４８－２１－０１１０( 内線４１３) までご連絡下さい。

「危ないこと」を教えましょう！
～　道路での「危ないこと」とは？　～

「安全な横断」を教えましょう！
～　「安全な横断」のためには？　～
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チャリロト杯ミッドナイトオートレース
チャリロト杯ミッドナイトオートレース
チャリロト杯ミッドナイトオートレース
アンジョルノカフェカップ
普通開催
普通開催
普通開催
特別GⅠ共同通信社杯プレミアムカップ
普通開催
GⅠ開設記念グランプリレース
普通開催
普通開催

  4日月～  6日水
11日月～13日水
20日水・㊗～23日土
29日金～31日日
  3日日～  5日火
14日木～16日土
25日月～28日木
20日水・㊗～24日日
2/29日木～２日土
  6日水～10日日
17日日～19日火
11日月～13日水

飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口 124,855  　(-107)

男 59,612 (-37)
女 65,243 (-70)

世帯数 63,857 (-15)
令和6年1月末現在 3

飯　塚

浜　松

山　陽

川　口

伊勢崎

～みんなで学ぼう！生活の中の省エネ～
（いいづか環境ワークショップ）

「いいづか環境ワークショップ」に参加してみませんか？
今回のテーマは「省エネ」です！パナソニック株式会社エレクトリックワーク
ス社の方をお招きし、灯りや省エネに関するオリジナルの実験装置を使いなが
ら、楽しく省エネについて考えます。大人でもお子様でも楽しく学習できる内
容になっておりますので、親子でも、お友達同士でも、もちろんおひとりさま
でもご参加いただけます！皆さまのご参加をお待ちしております！

日　　時　令和 6 年 3 月 16 日土 10 時～（2 時間程度）
会　　場　飯塚市役所　本庁２階多目的ホール
定　　員　30 人　　　参 加 費　 無料
申込期限　令和 6 年 3 月 13 日水まで
※定員に達し次第、受付を終了します。予めご了承ください。
申込方法　下記問合せ先へ電話にてお申込みください。
お問合せ　環境整備課 (☎内線 1653・1655)

過去の講座の写真
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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、
　　　（消）…消化器科、（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（糖内）…糖尿病内科、（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、
　　　（脳）…脳神経外科、（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、（眼）…眼科、（産）…産婦人科、（ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面もしくは医療機関へ連絡など、今一度ご確認をお願いします。

3月3日
日

3月10日
日

3月17日
日

3月20日
水・㊗

3月24日
日

3月31日
日

飯塚市相田 262-3
林医院
( 内 )( 小 )( 呼 )( 胃 )
0948-22-5333

飯塚市横田 838
樋口医院
( 内 )( 小 )( 循 )
0948-22-1274

飯塚市川津 84-1
ひじい小児科クリニック
(小 )
0948-21-6661

飯塚市鯰田1772
細川小児科内科医院
(小 )
0948-22-1088

飯塚市綱分756
広瀬医院
( 内 )( 小 )
0948-82-0027

飯塚市飯塚19-20
松浦医院
( 内 )
0948-22-3657

飯塚市鶴三緒1547-10
柴田みえこ内科・神経
内科クリニック( 内 )( 神 )
0948-21-0011

飯塚市伊川1243-1
社会保険二瀬病院
( 内 )
0948-22-1526

飯塚市立岩1049-11
新飯塚駅内科
( 内 )( 糖内 )(リ )
0948-26-2018

飯塚市柏の森 946-6
新飯塚診療所
( 内 )
0948-22-2680

飯塚市新飯塚 21-21
そばしま内科循環器科
( 内 )( 循 )
0948-26-9900

飯塚市新飯塚 5-7
中野医院
( 内 )( 消 )
0948-22-3283

飯塚市菰田西1-5-4
たかた皮ふ科医院
( 皮 )
0948-21-3345

飯塚市吉原町10-6
青山外科医院
( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市本町17-12
田中クリニック
( 産 )
0948-22-3280

飯塚市吉原町1-8
角田整形外科医院
( 整 )
0948-29-3388

飯塚市飯塚 6-1
田中耳鼻咽喉科医院
(耳 )
0948-29-8474

飯塚市吉原町10-6
青山外科医院
( 外 )( 整 )
0948-22-0212

嘉穂郡桂川町土師 28
石田病院
( 内 )
0948-62-2788

嘉穂郡桂川町土居1270-10
内田外科内科医院
( 内 )
0948-65-2121

飯塚市高田 972-1
青山医院
( 内 )
0948-22-6328

飯塚市楽市131-1
松口循環器科・内科医院
( 内 )( 循 )
0948-26-0800

飯塚市楽市 243-11
三宅脳神経外科医院
( 脳 )
0948-25-5050

飯塚市南尾 400-1
宮嶋耳鼻咽喉科
(耳 )
0948-28-3347

嘉麻市鴨生 532
西野病院
( 内 )( 外 )
0948-42-1114

嘉麻市鴨生 651-4
平野医院
( 内 )( 小 )( ア )
0948-42-1125

嘉麻市鴨生192
馬郡医院
( 内 )( 小 )
0948-42-0107

嘉麻市上山田 431-10
松井医院
( 内 )
0948-52-0465

嘉麻市上山田1287
松岡病院
( 内 )
0948-52-1105

嘉麻市飯田157
吉國医院
(小 )
0948-62-2074

飯塚市立病院よりお願い　初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：「作業療法士」って知っていますか

　リハビリテーション（以下 リハビリ）とは、障が
いを持つ方々が、住み慣れた地域で、生き生きと豊
かに生活をすることを援助する支援体系を言い、当
院では、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士など
様々なリハビリの専門職が活躍しています。
　リハビリというと、みなさんはどのようなイメージ
をお持ちでしょうか。多くは立つ・座る・歩くといっ
た身体機能の改善を目的とした大きな運動療法をイ
メージされるのではないかと思います。このような運
動療法については、主に理学療法士がリハビリを行
います。
　では作業療法士はどのようなリハビリを行っている
かというと、日常で必要となる「食事」「洗顔」「料理」

「字を書く」などの応用的動作能力や、地域活動へ
の参加、就学・就労といった社会的適応能力を維持・
改善し、「その人らしい」生活の獲得を目的に、リハ
ビリを行っています。なお、これら以外にも運動や
手工芸、仕事や遊び などを取り入れる場合もあり、
作業療法のリハビリは、対象者である患者様の一人

ひとりが必要とする作業によって様々です。そのため、
患者様の希望を聞いたり、ご家族と面談を行いなが
ら患者様に必要なリハビリは何かを考え、最適な作
業療法を提供することを念頭に計画しています。
　また、メンタルケアも作業療法士の仕事のひとつ
です。たとえば、病気やケガなどによって、これま
で当たり前だと思っていた日常的な動作が突然でき
なくなる方もいます。その時のショックは大きく、気
持ちの整理がつかない方も多くいます。このような
方々のメンタルのケアを行うのも、作業療法士の大
切な仕事となります。
　以上のように作業療法士は、OT（Occupational 
Therapistの略）と呼ばれ、リハビリ専門職の中でも
体と心の双方にアプローチすることができる職業で
す。そして作業療法を通じて、病気やケガで障がいを
受けてしまった方々の身体と心の双方をケアし、「そ
の人らしい」生活を送くることや社会復帰の手助けを
行うことが作業療法士の役割だと考えています。

飯塚市立病院 
リハビリテーション室　　
主任作業療法士　

永易　利夫
ながやす　  としお
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【開所日】月曜日～土曜日
　　　　　(街なか子育てひろばは、日曜・祝日も開いています )

【開所時間】8時半～17時 
イベントの内容3月11日～4月10日の一部抜粋です  
イベント参加には予約が必要なものがあります

3月子育て支援センターイベント 街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　
頴田子育て支援センター　
穂波子育て支援センター　

　　　　　　　住　　　所
本町 11-10( よかもん通り )                  
長尾 1242 番地の 1( 筑穂支所 3 階 ) 
綱分 791-4( 庄内図書館横 )
鹿毛馬 2328-2( 旧サンシャインかいた )
秋松 408( 穂波交流センター 2 階 )

TEL&FAX
0948-22-3809
0948-72-2970
0948-82-0089
0948-92-0333
0948-21-0066

※の問合せ、予約申込等は立岩交流センターへ　 23-6000

子育て支援センター
イベント

日

3/11

12

13

14

15

16

18

19

21

22

25

26

27

28

4/1

2

8

9

10

曜

月

火

水

木

金

土

月

火

木

金

月

火

水

木

月

火

月

火

水

時間
9時半～11時半 ,13時～15時
10時～
10時半～11時半
9時半～11時半 ,13時～15時
10時半～
10時～11時半
10時～10時45分
10時半～11時
8時半～17時

10時半～11時半

10時半～11時半
10時半～11時
8時半～17時
10時半～11時半
8時半～17時
10時～11時半
14時30分～16時
10時～11時半
10時半～
10時15分～11時半
10時半～11時半
10時～11時半
10時～11時
10時半～11時半
10時～11時半
10時15分～11時15分
10時半～11時半
10時～13時
10時半～
10時半～11時半
10時半～11時半
10時～10時45分
10時半～11時半
9時半～11時半 ,13時～15時
9時半～11時半 ,13時～15時
10時～11時半
9時半～11時半 ,13時～15時
9時半～11時半 ,13時～15時
10時～10時45分
11時まで
10時～11時半
10時半～11時

イベント内容
スクラップブッキング（写真を持って来てね！）
こんにちはあかちゃん（生後8ヶ月位までの赤ちゃん）
福祉センターで遊ぼう
スクラップブッキング（写真を持って来てね！）
制作「手形カード」
熊丸みつ子先生と親子であそぼう
ベビーマッサージ (ベビーオイル・バスタオル持参）
かてて DEおはなし！穂波図書館とコラボおはなし会
手形・足形アート

絵本といっしょ012

稲富さんのおはなし会 （定員8組）
3月生まれのお誕生日会
手形・足形アート
幼稚園・保育園ごっこ
手形・足形アート
木藤先生の発達相談
保健師さんの育児相談＆身体測定
プレーパーク (簡単フラワーアレンジメント）　
おさんぽ
かててひろば「1年のしめくくり」
つどいであそぼう（絵本・ふれあい遊び・季節の歌など）
出張支援センター「お花見さんぽ」
おはなし！おはなし！
おたんじょう会・身体測定・保健師さんの育児相談
ハハコの何でも相談室 (助産師：梶嶋陽子さん )
親子ヨガ (6組限定 )
福祉センターで遊ぼう
プレーパーク
お話会・お誕生会
お誕生会・身体測定
わらべうたベビーマッサージ
ベビーマッサージ （初めての方優先・4組限定）
たのしいペープサート
スクラップブッキング （写真だけ持参してね）
スクラップブッキング （写真だけ持参してね）
ハハコの何でも相談室
スクラップブッキング （写真だけ持参してね）
スクラップブッキング （写真だけ持参してね）
ベビーマッサージ （2ヶ月～ハイハイ前まで） ※オイル持参
身体測定
保健師相談（先着順10組）
かてて DEおはなし！穂波図書館とコラボおはなし会

予約受付開始日
予約不要
予約不要
予約不要
予約不要
予約不要
3/6水
3/5火

予約不要
予約不要

初回の方2/29木
2回目以降の方3/11月

3/7木
3/1金

予約不要
3/8金

予約不要
3/9土

いつでも
3/12火

予約不要
3/14木
3/11月
3/4月

予約不要
予約不要
予約不要
3/18月

予約不要
3/19火

予約不要
3/21木
3/19火
3/21木

予約不要
予約不要
予約不要
予約不要
予約不要
予約不要
4/2火

予約不要
予約不要
予約不要

場所
穂波子育て支援センター

街なか子育てひろば
筑穂保健福祉総合センター
穂波子育て支援センター

街なか子育てひろば
小中一貫校頴田校小アリーナ

庄内ハーモニー 和室
穂波交流センター 1階キッズスペース

頴田子育て支援センター

イイヅカコミュニティセンター
　4階音楽室

筑穂子育て支援センター
穂波子育て支援センター
頴田子育て支援センター
筑穂子育て支援センター
頴田子育て支援センター
頴田子育て支援センター
穂波子育て支援センター

庄内生活体験学校
街なか子育てひろば出発

穂波交流センター 大ホール
つどいの広場いいづか

立岩交流センター
庄内図書館

筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター

穂波交流センター 2階和室
筑穂保健福祉総合センター

庄内生活体験学校
街なか子育てひろば

頴田子育て支援センター
筑穂子育て支援センター

穂波交流センター 2階和室
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター
庄内子育て支援センター
穂波子育て支援センター
穂波子育て支援センター
穂波子育て支援センター
庄内ハーモニー　和室
街なか子育てひろば
街なか子育てひろば

穂波交流センター 1階キッズスペース

問合せ先
穂波

街なか
筑穂
穂波

街なか
頴田
庄内
穂波
頴田

街なか

筑穂
穂波
頴田
筑穂
頴田
頴田
穂波
庄内

街なか
穂波

街なか
※

庄内
筑穂
庄内
穂波
筑穂
頴田

街なか
頴田
筑穂
穂波
筑穂
庄内
庄内
穂波
穂波
穂波
庄内

街なか
街なか
穂波
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図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

※イベントは中止となる可能性があります。最新の情報はホームページでご確認ください。

飯塚図書館　 (℡0948-22-5552/Fax0948-22-5770)9 時半～ 19 時　穂波図書館 (℡0948-29-1172)　9 時～ 17 時
ちくほ図書館 (℡0948-72-3849/Fax0948-72-3854)9 時半～ 18 時　頴田図書館 (℡0948-92-3760)　9 時～ 17 時
庄内図書館　 (℡0948-82-4155/Fax0948-82-2188)9 時半～ 18 時　叞：info@iizuka-library.jp

飯塚図書館でのリサイクル市、
今年は 5 月のGWに開催します。
―詳しくは 4 月の市報にてお知らせしますー

とき：3 月 20 日水・㊗ 10 時～ 11 時半
場所：イイヅカコミュニティセンター 2 階 展示ホール
対象：一般
定員：30 人程度（先着順）
講師：佐藤 圭さん（農山漁村文化協会）
申込み：飯塚図書館 3 月 1 日金 9 時半～
問合せ：飯塚図書館

春のむしを探しながら親子で自然とふれあいましょう
とき：3 月 23 日土 14 時～ 15 時半
場所：飯塚図書館・イイヅカコスモスコモン芝生広場
対象：未就学児とその保護者
定員：5 組（先着順）※1 組 4 名まで
講師：久保山 雄二さん（筑豊博物研究会 会長）
申込み：飯塚図書館 3 月 7 日木 9 時半～
問合せ：飯塚図書館

※雨天時は室内にてむしの見つけ方講座をおこないます

子育て支援講座③

【飯塚】4日・11日・17日日・25日
【ちくほ・庄内・穂波】
　　　 4日・11日・18日・25日

【頴田】土・日・㊗

飯塚市立図書館に関する
「もっと知りたい！」はこちら

公式 X( 旧 Twitter)
「ぼたぼんのつぶやき」
@iizukacity_lib

飯塚市立図書館
ホームページ
www.iizuka-library.jp

公式 Instagram
iizuka_library_official

春・夏野菜の育て方のコツと裏ワザ

飯塚図書館
本のリサイクル市 開催について

☆あなたの学びたいを応援します☆
令和６年度　中央公民館サークル受講生募集

市内居住者 ・ 同勤務者を優先（定員に余裕のある場合はこの限りではありません）
令和 6 年 4 月中旬～令和 7 年 3 月中旬
令和 6 年 4 月 1 日月～ 4 月 8 日月　9：00 ～ 17：00　※6 日土は 12：30 まで 
イイヅカコミュニティセンター（中央公民館）　TEL0948-22-3274 FAX0948-22-3609

№

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

サークル名

ヨガ体操ナーディＡ
ヨガ体操ナーディＢ
英会話１
飯塚中央フォークダンス
俳　句
飯塚ビデオ倶楽部
ビギン・ザ・詩吟
太極拳
カラオケ同好会
ふれあい教室（太極拳）
フラダンス
いきいきフォークダンス
中国語
英会話２
川柳会
トロピカーナ音楽同好会

費用 学習日
曜日・開催週

講師

中村　節子
中村　節子
グレッグ・フィリップス
大庭　眞理子
松尾　節朗
角　鐵秀
緑川　優聖
濱崎　由巳子
松下　恵美子
高市　智津子
佐竹　和子
大庭　眞理子
豊田　暁非
グレッグ・フィリップス
坂本　喜文
小島　優己

月会費
¥2,000
¥2,000
¥2,400
¥2,000
¥1,000
¥1,000
¥2,000
¥2,000
¥2,400
¥2,000
¥2,400
¥1,500
¥2,400
¥2,400
¥500

¥1,000

教材費
―
―

年￥5,000
―

月￥1,000
―

年￥1,000
―
―
―
―
―

年￥2,400
年￥5,000
年￥6,000
月￥500

定員

30 人
30 人
10 人
30 人
20 人
30 人
15 人
25 人
20 人
20 人
10 人
15 人
20 人
20 人
30 人
25 人

月

火

水

金

土

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

1
1
1
1
・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
・
1

2
2
2
2
・
2
2
2
2
2
2
・
2
2
2
2

3
3
3
3
・
3
3
3
3
3
3
3
3
3
・
3

4
4
・
4
4
4
4
4
・
・
4
4
4
・
・
4

週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週

時間
10：00 ～ 12：00
19：30 ～ 21：30
10：00 ～ 12：00
10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30
14：00 ～ 16：00
18：30 ～ 20：30
10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00
14：00 ～ 16：00
10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00
10：00 ～ 12：00
10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00
18：30 ～ 20：30

おやこでチャレンジ！
春のむしをさがそう

★対 象 者
★開 講 期 間
★募 集 受 付
★問 合 せ

【注　意】　費用は、サークル会運営費お一人年間 100 円が別途必要です。 受付は、先着順となります。
　　　　　申込書（窓口に設置）に記入の上、公民館へご本人が直接お申込みください。FAX や代理での申込みも可能としますが、
　　　　　受付順位は本人申込みを優先させていただきます。申込者が少数の時は開講されない場合があります。
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無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
3
月
）

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

7日・14日木17時15分～19時
21日・28日木17時15分～20時

14日・28日木13時～16時

6日・13日・27日水13時～16時

6日水10時～正午 

21日木10時～正午 

14日木13時～15時 

平日13時～16時 
毎週木曜日17時～19時 

22日金13時～16時 

21日木13時～16時（相談時間30分） 

19日火13時～16時 

5日・12日・26日火
10時～正午、13時～16時 

9日土13時半～16時 

平日9時～16時

平日8時半～17時15分 

7日・21日木

11日・25日月

平日8時半～17時15分 
平日8時半～17時 

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時

税務課 (☎内線1062～1068)
※今月の納期は「国民健康保険税」です。

イイヅカ
コミュニティセンター
または飯塚市役所本庁

市民交流プラザ

飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁5階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズ
いいづか
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター飯塚ブランチ

（☎0948-21-0390） 
子育て支援課（☎内線1127・1128）
子どもなんでも相談（☎0948-26-7733） 
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター
飯塚市役所本庁4階
NPO法人人権ネットいいづか

男女共同参画推進センター
サンクス
(☎0948-22-7058)

市民活動支援課
(☎内線1437)

市民活動支援課
(☎内線1437)

市民活動支援課
(☎内線1437)

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課（☎内線1647）

直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会
(☎090-5386-4116)

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764
FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

不要

不要

要
不要

飯塚市民のマイナンバーカードの申請
及び交付の休日窓口を開設します！
日時：3月23日（土）　受付時間　9：00 ～16：00
場所：飯塚市役所　１階　市民課
◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が本庁以外の人も
飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
詳しくは、市から郵送する交付通知書をご確認ください。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち１点、またはＢのうち２点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　健康保険証、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、母子手帳など
※有効期限の定めがあるものは有効期限内のものに限ります。
※通知カードをお持ちでなくても申請できます。
◎天候などにより、日程を変更する場合があります。ご確認のうえお越しください。

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談
精神障がい者家族相談員による相談会

人権相談出張窓口

人権相談

一般相談
職場の悩み相談
就業支援相談

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(行政に関する苦情、意見・要望など )

※年度 (4～3月 )で1人1回30分
(相続、離婚、借金、交通事故など )

(成年後見制度、相続、官公庁署への
許認可申請手続など )

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など )

養育費の無料電話相談
(母子家庭、父子家庭、離婚協議中の人 )

家庭児童相談室
(子どもに関する相談、ひとり親家庭に対する相談 )

女性弁護士
による

女性相談員
による

女性相談員
による

女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

●お問合せ　市民課（☎内線１０１３）



※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了します。
※詳しくはエコ工房ホームページ（http://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北 118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）

エコ工房　3月・4月環境教室案内
（募集人数や持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）

※ぞうり編み器やミシン、工具、調理器具（ガス代別途 1 人 100 円）など、ご希望に応じて無料で使えます。
○参加費 100 円（お茶、保険代）
●事前予約なしでどなたでも参加できます。9 時～ 15 時の間であれば、ご都合のよい時間からお好きな時間まで。
3 月 15 日 ( 金 )9 時～ 15 時　 ☆お友達と、夏はクーラー冬は暖房といったエネルギーのシェアに、また、情報のシェア ( おしゃべり ) だけでもどうぞ！

穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

　【
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
教
室
（
生
徒
募
集
）】　
　

　
毎
月
第
4
土
曜
日
（
月
１
回
）

　
14
時
半
〜
17
時
半

　
研
修
室
１
・
２

　
月
謝
２
０
０
０
円

　
４
月
１
日
月
〜

【
野
村
芳
宏
写
真
展
】

　
３
月
１
日
金
〜
15
日
金

　（
最
終
日
15
時
ま
で
）

【
智
書
ち
は
る
教
室
書
道
展
】

　
３
月
16
日
土
〜
31
日
日

　（
最
終
日
15
時
ま
で
）

【
オ
カ
リ
ナ
ラ
ル
ゴ 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
３
月
16
日
土
13
時
半
〜

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

【
親
子
パ
ン
教
室
】　

　
３
月
23
日
土
10
時
〜
12
時
半

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す

　
調
理
室

　
１
人
５
０
０
円(

材
料
費)

　
16
人

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
・
ハ
ン
カ
チ
・

　
水
筒
・
持
ち
帰
り
用
袋

【
季
節
の
湯
　
桜
の
湯
】

　
３
月
15
日
金
10
時
〜
21
時

※

入
浴
料
が
必
要
で
す
。

　
　 

穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
６
３
３
０
）

（ 

FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
３
２
）

休
館
日
　
火
曜
日
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3月10日日
10時～正午
3月10日日
13時～15時
3月12日火
10時～正午
3月22日金
10時～正午
3月24日日
10時～15時
3月30日土
10時～11時
4月6日土

10時～正午
4月7日日･9日火

10時～正午

日　時

自然体験プログラムおでかけ「いいねん！」

自然体験プログラム「いいねん！」

牛乳パック石鹸作り

新聞コサージュ作り

そば打ち教室

生ごみ処理器配布会

ペットボトル風車作り

子ども服交換会

教室名 内　容
健康の森公園で春のいきものさがし！

石を楽しもう！

牛乳パックを利用して廃食油から石鹸を作りましょう。

古新聞のカラーページでコサージュを作りましょう。

手打ちそばを作りましょう。
※1組分の材料で約5人前できます。
黒土のバクテリアパワーで生ごみ削減！
生ごみ処理器を使ってみませんか。

ペットボトルで風車を作りましょう。

サイズが合わない子ども服を交換しませんか。

定員

20人

20人

10人

10人

午前午後
各12組

10人

10人

-

1人200円
資料代含む
1人200円

別途材料費 (未定 )

1セット200円

1セット300円

1組1500円

1セット500円

1セット200円

無料

参加費

3月8日金

3月8日金

3月7日木

3月16日土

3月16日土

3月24日日

4月3日水

当日可

申込期限

市民交流プラザ 3 月イベント あいタウン２階（☎0948-21-6711）
毎週水曜日休館

2日土
16日土

3日日

7日木
26日火

10日日

12日火

14日木

17日日

英語で楽しく話しませんか
／14時～16時
バラ講座
／13時半～15時半
遺言・相続等よろず相談
／10時～13時
パソコンつなごう会（ゆうゆうコース）
／13時～16時
パソコン・スマホ質問会
／10時半～12時半
行政相談
／13時～15時
パソコンつなごう会（スマ・タブ研修会）
／13時～16時

名称／時間日 内容／問合せ先

限られた時間内に自分の考えを英語で伝える練習会。18歳以上
／飯塚トーストマスターズ 荒川（☎090・6429・5379）

遺言・相続等の心配ごとや手続きについての専門家による無料相談。
予約不要（先着順）
／飯塚市高齢者あんしんサポート 松岡（☎0948・26・0555）
パソコンでいろいろな動画を楽しもう！
パソコンは持参。資料代500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

1年を通したバラの手入れ方法及びバラ花壇の作り方、
バラと草花・樹木の混植方法。資料代500円
／宮川ローズガーデンクラブ（☎090・2513・9544）

初級者パソコン・スマホ質問会。要予約。無料
／楽々ぱそこん　高松（☎090・4775・0395）

行政に関する苦情、意見、要望などご相談ください。
／市民活動支援課（☎0948・22・5500 内線1437）

スマホ・タブレットの設定機能を楽しもう！
スマホ・タブレットは持参。資料代500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

時時時時時 時 所所所 申 料料定持申
問

さ
と
り
し
ょ
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市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

男子バレーチーム「福岡ウイニングスピリッツ」との
フレンドリータウン協定を締結

　1月16日、2022-23シーズンに福岡から初めてVリーグ入りを果
たした男子プロバレーボールチーム「福岡ウイニングスピリッツ」
とフレンドリータウン協定を締結しました。締結式では、武井市
長と「福岡ウイニングスピリッツ」の上竹原聖子代表理事が協定
書を取り交わしました。

国際ソロプチミスト飯塚が
第22回福岡県男女共同参画表彰を受賞

　飯塚市の「国際ソロプチミスト飯塚」様が「福岡県男女共同
参画表彰」の「困難な状況にある女性の自立支援部門」を受
賞されました。
　1月11日、会長の太田瑞穗子様他8名が市役所を訪れ、武
井市長に喜びの報告を行いました。

飯塚オートレース所属の選手を中心とする50
名から102万8千円のふるさと応援寄附金を
いただきました。

「サポートセンターありがとう」様、「セルプ
ちくほ」様から、防災袋が市内公立保育所及
びこども園にプレゼントされました。

飯塚市名誉市民の野見山暁治先生の作品が
故人の母校である飯塚小学校に寄贈されまし
た。

庄内中学校生徒会が能登半島地震を支援す
るための募金活動報告を行い、集まった浄財
173,001円を預託いただきました。

穂波まちづくり協議会若菜校区部会から能登
半島地震に係る義援金51,005円を預託いた
だきました。

ヨシタケTS株式会社様から、避難所生活の
中での口腔ケアの一助として、口腔洗口液
「薬用モンダミン」を12,000包寄贈いただき
ました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。
八木山から
眺める雲海
撮影場所　
八木山展望公園
撮影日　
令和6年1月11日
撮影者　
久保 知也
コメント 
雲海に巡り合う事ができました。朝焼けが重なり
とても綺麗でした。

あ り が と う ご ざ い ま す
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第37期オートレース新人選手（飯塚オート所属）が来庁
　1月12日、オートレース養成所（茨城県）を卒業し飯塚オートレー
ス場に配属となったばかりの第37期新人選手2名 (石橋啓士選手
と福岡鷹選手）が、一般社団法人全日本オートレース選手会西
日本支部の有吉辰也支部長と共に武井市長を表敬訪問しました。

飯塚一中の肘井茜音さんが
「全国ジュニア・ラグビーフットボール大会」で準優勝　
　飯塚第一中学校3年生の肘井茜音（ひじいあかね）さんが、12
月に行われた「第29回全国ジュニア・ラグビーフットボール大会（女
子の部）」において、準優勝を収め、喜びの報告を行うため飯塚
市役所を訪れました。

市内で行われたイベントや活動などを掲載しています。
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　　　　　　電子申請（右記QRコード）または
　　　　　　情報管理課 情報発信係（☎内線
1674･1675）まで電話でお申込みください。

（誕生日の前月１日受付。ただし、土・日・祝日は翌開庁日。
 電話：8時半～9時まで　電子申請：0時～9時まで）
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受付時間内に申込みをいただいた方すべてを掲載します。
※応募の人数により写真などの大きさが変更となる場合があります。ご了承ください。
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■三菱エコキュート ３７０Ｌ

40.7万円（税込）

（税込）※工事費はエコキュートからエコ
　キュートに取替をした場合です

★搬入・設備工事・電気工事・既設撤去処分全て含む

まずはお気
軽に

お電話を
!!

メーカー希望小売価格
1,301,850 円（税込）

■営業所 / 直方・福岡・北九州・唐津　　☎０９４８－２２－２１１９
   龍王ガス株式会社

フルオート ＳＲＴ－Ｓ３７6Ａ
浴室・台所リモコン・脚部カバー付

取替えまで
ガス給湯器で
対応します !

故障
しても

工事費
目安 7.7～9.9万円
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